
06ゲストの詳細

第一候補

【主要実績】
●2016年に日本障がい者サッカー連盟を設立
●法務省人権擁護局より平成30年度人権擁護功労賞法務大臣表彰状（ユニバーサル社会賞）
を受賞
●スポーツを通した社会貢献活動を表彰する「HEROs AWARD 2019」最優秀賞を受賞 等

アスリート サッカー元日本代表

ヴェルディ川崎（現東京ヴェルディ）で活躍した元
プロサッカー選手。日本代表として多くの国際試
合にも出場。旺盛な闘志と豊富な運動量を誇る
プレースタイルで【中盤のダイナモ】とアイドル的
人気を誇った。

引退後は社会貢献にも積極的に取り組んでいる。
ブラインドサッカーにも傾倒しており、日本障がい
者サッカー連盟の会長も務めている。

ブラインドサッカー普及に尽力！

パラリンピック競技でもあるブラインドサッカー。とても目が見
えていないとは思えない迫力のあるフィジカルのぶつかり合い
や音や声によって導き出される正確なシュートが見どころ！
サッカー日本代表はオリンピックもパラリンピックも同じユニ
フォームで活躍をしている。

POINT

●障害者コミュニケーションを学ぶ必要に迫られていない方にとって、
理解の「入口」がこのようなエンターテイメントであると、親しみやすいと考えます。

●ＳＮＳなどを通じて、スポーツが好きな老若男女世代を問わず集客ができる可能
性があります。

ゲスト

１９６８年東京生まれ。障害の有無に関わら
ず誰もがサッカーを楽しめる環境づくりに尽力。

北澤 豪

第二候補ブラインドサッカー日本代表 加藤健人

1985年福島県出身。小学3年生の時にサッカーを始める。高校
生の頃からレーベル症という遺伝性の病により、徐々に視力が低
下。目が不自由な現実を受け入れられずに悩んだ時期もあった
が、両親の協力もあり19歳のときにブラインドサッカーと出会う。
現在はアクサ生命の広報部に所属し、ダイバーシティ＆インク
ルージョンアンバサダーとして社内外への広報活動を担いながら、
埼玉T.Wings（ティーウィングス）の一員としてプレー中。また、全
国の盲学校を訪問する「カトケンプロジェクト」を立ち上げ、自身が
モットーとして掲げる“始めなければ始まらない”という言葉を子ども
たちへ伝える活動に力を注いでいる。
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